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　今から１０２年前の明治４４年，わが国で五番目の官立高等

商業学校として本学の前身，小樽高等商業学校が開学しまし

た。初代校長渡邊龍聖は，「実学，語学及び品格」の育成を教

育のモットーに掲げ，わが国でもユニークな専門学校を作り上

げました。

　模擬商社，模擬銀行，模擬船会社などを学内に設け，貿易実

務を疑似体験する商業実践，また学内に石鹸工場まで設けて

仕入れから製造，販売，原価計算や生産管理を総合的に学ぶ

企業実践，商品の自然科学的分析を行う商品実験など，他の

高等商業学校にはない総合的な実践教育を行っていました。

　そして何よりも特徴的なのは，品格の育成を商業教育の中心

に据えたことです。商業とは人と人との営みであり，信頼され信

用されること，すなわち品格を備えることこそが商人にとって最

も大事であると考えたからです。渡邊龍聖はじめ歴代校長，学

長は入学式には必ず「本日より諸君を紳士として遇する。」と

訓示しました。すなわち，健全な常識と判断力を備えた大人と

して扱うと宣言したのです。学生は，それに応え，自由闊達な校

風を築き，大学も学生諸君の自主的な学びや活動を尊重し，応

援してきました。

　しかしながら，昨年５月７日，本学構内で，入学したばかりの

アメリカンフットボール部員が急性アルコール中毒により亡くな

るという不幸な飲酒事故が発生しました。亡くなられた部員の

ご冥福をお祈りすると同時に，ご家族に衷心よりお悔やみを申

し上げます。

　この飲酒事故の後，再発防止に向けて有識者からなる第三

者委員会を設置しご提言を頂きました。頂いたご提言の趣旨

は，規則や監視を強化することによる再発防止には限界があ

る。何よりも大事なのは，学生一人ひとりの自覚を促し，意識を

高める方策を模索すべきだということでした。すなわち，本学

の品格教育の在り方を否定するのではなく，その意義を学生諸

君一人ひとりに考えてもらうことが飲酒事故再発防止のために

最も重要だ，とのご指摘です。

　本学の自由闊達な校風は，身勝手な行動を放任するという

ことではありません。皆さんの一人ひとりが健全な常識と判断

力を備えた紳士，淑女であることを前提に，自主的な学びや活

動，積極的な取り組みを奨励し，応援していこうという本学の

基本的な精神です。皆さんには，二度と不幸な事故を繰り返す

ことのないよう，紳士，淑女として行動し，本学の自由闊達な校

風を一層発展させてくれることを願っています。

　私が皆さんに望むもう一つのことは，語学の学習に力を入

れ，４年間を通じてグローバルな視野を身につけて欲しいとい

うことです。急速に進むわが国の少子化，そして世界の人口の

爆発的な増加は，国内マーケットの縮小と海外市場の拡大，

さらには地球資源枯渇の危険性を意味しています。日本は，今

後，世界と共生し，地球全体の持続的発展を可能にする発想と

行動で，世界をリードしなければなりません。日本の将来を担

う皆さんは，必然的にグローバルに発想し行動することが求め

られています。

　本学は，「語学」の育成というモットーを発展させた国際交

流を大いに奨励しています。海外協定大学との相互留学等の

制度も整っています。また，今まで以上に皆さんの海外経験を

促進する仕組みを整備したいと考えています。これらを大いに

活用し，地球市民としての国際性と品格を身につけて下さい。

紳士，淑女たれ

平成25年4月4日

国立大学法人小樽商科大学長
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 　新入生の諸君，入学おめでとう。教職員一同心よりお祝い申

し上げます。

　われわれは今，地球という大きな空間・社会のなかに生きてい

ます。ギリシアの財政危機によって全世界がおかしくなるように，

すべてのことが，国境を越えて繋がっている時代なのです。わが

国は，世界が見守るなかで，新しい時代の創造にあたらなければ

なりません。私は，日本人のもつ優れた能力・資質，意欲を信じ

ています。　

　小樽商科大学は，創立者渡辺龍聖（小樽高等商業学校初代校長）

の建学の精神を守りつつ，時代の要請に柔軟に対応しながら，他

に類のない個性を発揮してきました。そして，今年度からは，伝

統である実学の手法にＩＣＴの技術を融合させ，学生が主体的に

考え，学ぶアクティブ・ラーニングを進めるべく，大胆な教育改

革に着手します。

　大学は自己研鑽の場です。自由である代わりに責任が伴う社会

です。小樽商科大学は，みなさんが成長するために必要な最大限

の支援をします。4 年間を有意義に過ごしてください。

　

　今，皆さんは，新しい自分と新しい人生への予感に満ち，小樽

商大生となりました。これから４年間，社会や経済がどのようで

あれ，大学という教育の最終ステージで，皆さんは自律・自治の

精神と秀でた知力を鍛えていきます。まず皆さんに，自分がどの

ような人間になりたいか，どのように生きたいか，弛まず考え続

けて欲しいのです。そして皆さんの，気高さ，誠実さ，寛容な心

など善き人間的資質を，意識して磨いて欲しいのです。

　小樽商大は小さな大学です。しかし，商学部という 1 つの学部

のなかで，人文科学，社会科学，自然科学の諸学を学ぶことがで

きます。人間や社会の在りようを考え，自然や環境の諸問題を知

ることができます。小樽商大の教育がもつ広さ，深さ，そして高

さを存分に汲みつくして欲しいのです。卒業時に皆さんが，見違

えるほどの人間的容量と質を備えていることを確信します。小樽

商大は，その支援をすることに力を惜しみません。

　

　新入生の皆さん，入学おめでとうございます。みなさんは今日

から小樽商科大学の学生として数年間をこの緑丘のキャンパスで

学業や課外活動に励まれることでしょう。あるいは学外での様々

な活動やアルバイトに力を入れる人もいるでしょう。今までの「生

徒」から「学生」になると言うことは，自分の意思と責任におい

てこれらのことを行うと言うことになります。大学では数多くの

授業が開講されています。これらの授業を受講し，あるいは書物

を読んでそこにある言葉を金科玉条とすることは，学んだつもり

になっているだけに過ぎません。「学ぶ」と言うことは月を指す

指であって，月そのものではありません。多くのことを学び咀嚼

して自身の内に蓄積し，そして深く思慮することで月そのものが

見えてくるようになります。大学では多くのことを学ぶことがで

きますが，「深く思慮」することを学ぶことはできません。それは，

皆さん自身の内においてのみ行うことができるものです。そこか

ら導かれた結果に対する責任は，他の誰かにあるのではなく皆さ

ん自身に帰します。

　社会は常に変化しています。その変化する社会そのものを見る

目を小樽商科大学で培ってください。

副学長（総務・財務担当）

和 田　健 夫

副学長（教育担当）

大 矢　繁 夫

副学長（大学評価・中期目標担当）

奥 田　和 重

小樽商大の
新たな試み

新入生の皆さん，
入学おめでとう。

新入生の
みなさんへ
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　皆様，ご入学おめでとうございます。

　希望に胸を膨らませご入学された皆様のお喜びはもとより，

皆様の更なる成長に大いに期待しているご家族の皆様のお喜

びは如何ばかりかと推察申し上げます。

　さて，小樽商科大学は 1911 年（明治 44 年）に前身であ

る官立小樽高等商業学校として創立以来，今日に至るまで 3

万名を超える有為な人材を，経済界はもとより，政界，官界，

学界等へ送り出してまいりました。

　大学の同窓会である「公益社団法人　緑丘会」は，1939

年（昭和 14 年）に法人化され，現在は本部を東京に置き，

全国に 26 支部，会員 6 千名余を擁し，その会員は国の内外

を問わず目覚ましい活躍をしております。

　また，1960 年（昭和 35 年）には，「財団法人　小樽商科

大学後援会」を設立し，以来，全国の国立大学の同窓会とし

ては他に例を見ない規模で母校を支援してまいりました。

　母校は後援会からの資金をも加え，国際交流の促進，札

幌サテライトの開設運営，ビジネス創造センターの設置，輝

光寮の建設等，他大学には例を見ない特色ある事業を展開

し，目覚ましい成果をあげております。

　緑丘会は，同窓生である会員相互の交流にとどまらず，母

校に対する支援を一層強化し，皆様が大学での生活をより有

意義におくることができるように応援してまいります。

　小樽商科大学は，学生及び教職員の弛まぬ努力と，同窓

生の社会での活躍により，かって，高商時代の先輩が，小樽

高商は規模こそ小さいが，数多くの優秀な人材を社会におく

りだしている名門校であることを謳いあげた，「北に一星あり，

小なれどもその輝光強し」を体現し，社会から高い評価を受

けております。

　皆様は，本学にて，「知の基盤」を築かれ，「志」を強くし，

「思索」を深め，一層研鑽されることを強く要望します。

　皆様の学生生活が青春の輝きに満ちた実り多いものになり

ますよう祈念し，お祝いの言葉と致します。

　皆さま　ご入学誠におめでとうございます。難関を突破して

のご入学，ご家族の皆さまのお慶びもいかばかりかと拝察い

たします。

　小規模大学の伝統的な強みは，卒業生の結束が固いこと

です。

　激烈な競争の企業社会を通過してきた経験から申し上げま

すと，この大学の先輩は，優しくみな親切です。いろいろな局

面で助けていただきました。

　当会は，公益財団法人小樽商科大学後援会ともども，母校

の基盤向上のために，他国立大学に例をみない規模（年間約1

千500万円以上）で助成事業（公益性のある事業）を行ってお

ります。在学中から同窓会活動を通じ公益性のある事業に参

加していただくべく，このたび当会の賛助会員及び正会員制度

のご案内を申し上げましたところ，多数の皆さまに入会登録を

していただきました。皆さまのご理解に対し厚くお礼申し上げ

ます。なお，人脈の輪を広げるため，未登録の方も今一度入会

をご検討賜りますようお願い申し上げます。

　札幌駅西隣りに「新札幌サテライト」が開設されております

が，大学当局のご好意により，緑丘会のスペースを提供してい

ただいておりますのでご利用ください。

　東京には緑丘会館があります。ちょっと母校の薫りがするオ

アシスとして，また東京での足場として是非ご利用ください。テ

レビ会議システムや無線LANなどのIT環境も整っています。卒

業生，在学生及び教職員の方々は勿論，ご家族の皆さまのご

来館もスタッフ一同心からお待ちいたしております。

公益社団法人　緑丘会
公益財団法人　小樽商科大学後援会

理事長 齊藤　愼二

祝 辞

公益社団法人 緑丘会  常務理事

事務局長　 桶谷　喜三郎
（昭和 41 年卒）

事務局長よりメッセージ
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緑 丘 会 会 員 入 会 手 続 き

  1．会員登録

 2．会費

 3．会費納入方法

 4．緑丘会の支援・活動

 5．申込み・問合わせ先

　「払込取扱票（振込通知書）」が「賛助会員および正会員登録票」となっており，会費振込後，直ちに
緑丘会本部に登録されます。

　学部学生の場合，賛助会員会費は，年会費2,500円で在学4年間分の計10,000円です。
　正会員会費は，年会費4,000円で卒業後3年間分の計12,000円のところ，10,000円となっております。
　大学院博士前期課程学生の場合，賛助会員会費は，年会費2,500円で在学2年間分の計5,000円です。
正会員会費は，修了後3年間分で学部学生と同じ10,000円です。
　大学院博士後期課程学生の場合，賛助会員会費は，年会費2,500円で在学3年間分の計7,500円です。
正会員会費は，修了後3年間分で学部学生と同じ10,000円です。

　「払込取扱票（振込通知書）」にて，学部学生は計20,000円，大学院博士前期課程学生は計15,000
円，大学院博士後期課程学生は計17,500円を納入願います。

①学生の諸活動に対する経済的支援
②海外留学のための奨学金支給
③就職活動のサポート（就職アドバイザーの常駐，賛助会員に対する就活費用貸与等）
④緑丘会館（東京池袋サンシャイン60〔57階〕）の随時利用が可能（会食・会合・ゼミ活動等）
⑤会員名簿の発行（5年毎）
⑥会報「緑丘」を年2回発行
⑦ＯＢ・ＯＧとの懇親・懇談（各支部会合，Home Coming Party参加案内）
⑧「札幌サテライト」内に緑丘会スペース開設　（会員利用可）

○（公社）緑丘会本部・東京事務所
　　　　〒170-6057東京都豊島区東池袋3丁目1－1ｻﾝｼｬｲﾝ60（57階）
　　　　℡03-3981-2340　Fax 03-5396-4011
              URL： http://www.ryokyu-web.net/  E-mail：ryokkyukai@axel.ocn.ne.jp
○（公社）緑丘会本部・小樽事務所（小樽商科大学事務棟2階）
　　　　℡0134-27-5463（月～金  午前10時～午後4時）
○（公社）緑丘会本部・札幌事務所・緑丘会札幌支部
              〒060-0005札幌市中央区北5条西5丁目sapporo55ビル（3階）
              小樽商科大学札幌サテライト内
              ℡011-231-6900（月～金  午前10時～午後4時）
              E-mail：ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

緑丘会からのお知らせ
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○成績基準等に基づき大学側で決定し，本人に

　通知しますので申込の必要はありません。

○緑丘奨励金は返還を要しません。ただし，懲

　戒処分を受けた場合は，返還しなければなり

　ません。

小樽商科大学緑丘奨励金

　この奨励金制度は，公益財団法人小樽商科大学後援会からの助成金によって設立されており，学部学
生及び大学院学生で，1年次における学業成績が秀でており，他の学生の模範になると認められる2年次
生に対して支給します。（博士後期課程のみ2年次における成績により3年次生に支給）

1.成績基準及び選考方法
下記の成績基準を満たしている者

　（学業成績の基準）
　　 給付対象学生は，次の各号における学業成績の基準を満たしている者とします。ただし，長期履修学

生は，履修した科目の総単位数の80％以上の単位を取得している者とします。

　　　(1) 学部学生は，1年次に32単位以上取得していること。

　　　(2) 現代商学専攻博士前期課程学生は，1年次に16単位以上取得していること。

　　　(3) 大学院アントレプレナーシップ専攻学生は，1年次に18単位以上取得していること。

　　　(4) 現代商学専攻博士後期課程学生は，2年次に16単位以上取得していること。

　（選考方法）

　　 上記の基準を満たした者のうちから，成績順に決定します。

2.給付額
　　学部学生　　　　　　　　　　　　　　　　　   10万円　　　　　　　　　　

　　大学院学生　　　　　　　 　　　　　　　　　    5万円

3.受給者数
　　学部学生　　 　　　　　        10名

　　現代商学専攻博士前期課程学生　　　　　 　  1名 

　　大学院アントレプレナーシップ専攻学生　　　       1名　

　　現代商学専攻博士後期課程学生　　　　　 　  1名

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計13名　

緑丘会からのお知らせ
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体育系サークル 文化系サークル

　新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます！本学には運動系・文化系の部やサークルに加え，学生によるプ
ロジェクトやイベントの企画など，学生が活躍する場がたくさんあります。積極的に参加して，学生生活をより豊
かなものにしてください。
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部・サークル・プロジェクトの紹介

●硬式庭球部

●軟式庭球部

●硬式野球部

●準硬式野球部

●基礎スキー部

●男子

　バスケットボール部

●女子

　バスケットボール部

●男子ハンドボール部

●女子ハンドボール部

●男子バレーボール部

●トランポリン競技部

●バドミントン部

●ラグビー部

●サッカー部

●漕艇部

●ヨット部

●ワンダーフォーゲル部

●陸上競技部

●ゴルフ部

●剣道部

●柔道部

●弓道部

●合気道部

●空手部

●室内管弦楽団

●プレクトラム・アンサンブル

（マンドリン）

●グリークラブ（男声合唱）

●カンタール（女声合唱）

●アカペラサークル「AIRS」

●フォークソング部

●ジャズﾞ研究会

●軽音楽部「ＥＣＨＯＥＳ」

●夜間主軽音楽部

●ＥＳＡ（英語部）

●アイセック

 （海外インターンシップ運営）

●囲碁・将棋部

●演劇戦線

●ＡＰ（会計プロジェクト）

●緑法会（法律勉強会）

●文芸サークル

  「アジュナシア」

●茶道部

●写真部

●翔楽舞（ヨサコイ）

●学園だより編集部

●小樽笑店

 （地域活性化プロジェクト）

●国際交流サークル

●ＭＭＡ（総合格闘技）

●卓球部

●水泳部

●チァダンス部

●ビリヤードサークル

 「5＆Ｈ」

●応援団

●男子ラクロス部

●軟式野球同好会 

 「RANGERS」

●Be-Pal （テニス） 

●クイック（バレー）

●clutch（バスケット）

●Liberal

 （サッカー・フットサル）

●ソフトボールサークル

●Shuttle cock

 （バドミントン）

●夜間主バドミントン

　サークル

●夜間主テニスサークル

●夜間主バレーボール

　サークル

●夜間主バスケットボール

●夜間主フットサル

　サークル

●現代経済研究会

●地獄坂工房（商品製造販売）

●社交ダンス部

●ふえサークル「Forest」

●美術サークル「メロコトン」

●放送サークル「たるもじゅ」

●キャリアアップサークルOQC

●MOSサークル（資格取得） 

●おたっプ（小樽地図作成）

●吹奏楽同好会

●商大充

 （商大生活充実プロジェクト）

●鬼ごっこサークル「鬼殺し」

●小樽商科大学旅行サークル

●小樽赤黒同好会

 （コンサドーレ応援）

●料理サークル「オレオ」

●編入サークル

 （編入学生サークル）

●アクセル

 （ストリートダンス）

●ＩＰＣ（情報処理サークル）

●Career design project

  「CDP」

●小樽商大

　ポケモン大好きクラブ
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・大学生活になじめない
・大学生活の目標を見つけたい
・なかなか友人ができない
・自分のあり方や性格について考えたい
・将来の進路のことを考えたい
・クラスやサークルでの人間関係に悩んでいる
・勉学への意欲や目的意識が持てない
・進路変更を考えている
・単位が取れなくて不安を感じている

■例えば，次のようなことに悩んで
　いたら相談に来てください。

学生何でも相談室
を開いています。

保健管理センター
をご利用下さい。

　学生の皆さんのキャンパスライフのあらゆる問題

に，悩み事について気楽に相談できる窓口として「学

生何でも相談室」を開設しています。大いに利用して

ください。

　保健管理センターは，皆さんの学校生活を健康面

からサポートするために様々な活動を行っています。

急病やけがはもとより，ちょっとした体や心の不調や

心配事なども遠慮せず，まずはご相談・ご利用下さ

い。また，自分の健康を守る上で役立つ健康診断や健

康教育の機会には是非，積極的に参加して下さい。

保健管理センターの詳細はホームページから
確認できます。

大学HP＞学部・大学院・付属施設＞付属施設＞保健管理センター

http://www.otaru-uc.ac.jp/hgaku1/hoken/

開 設 時 間：月曜日：14：30 〜 17：30
　　　　　　　水曜日：13：30 〜 17：30
　　　　　　　金曜日：13：00 〜 17：00
　※ ただし，授業のない期間及び祝日は開設しません。
電　　　　　話：0134-27-5241
E - m a i l：soudan@office.otaru-uc.ac.jp
場　　　　　所：3 号館 4 階（右記図面参照）

電　　　　　話：0134-27-5266
E - m a i l：c_hoken@office.otaru-uc.ac.jp
場　　　　　所：（左記図面参照）
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平成25年度
学生定期健康診断を実施します
　定期健康診断は，学校保健安全法等に基づき毎年春に実施しています。この健康診断は，個人の健康管
理上きわめて重要であり，全ての学生が受診するよう求められています。下記予定にしたがい，必要な検査を
もれなく受診して下さい。

　また，就職活動，留学，介護体験にあたって，

健康診断証明書を希望する場合は全ての検査項目を受診しなければ発
行できませんので注意してください。

　　対象・実施日程等

対 象 者
＜全員＞
○大学会館（受付，計測等）
＜男子＞
○大学会館
（2階 喫茶室〜内科診察）
（玄関前〜胸部X線撮影）
＜女子＞
○保健管理センター
（内科診察,胸部X線撮影）

日　程

　　健診の流れ（新入生以外）

用途 発行開始日 

留学用・他 保健管理センター窓口で申し込み，受け取りとなります。

※の検査項目は2年次以上に限って省略可能です。（新入生は全ての項目を受診して下さい。）但し，健康診断証明書が必要な者は全て受診して下さい。

受付時間 留意事項 実施項目 場　所

新入生

大学院生

上記以外の
全学生

4月
6日（土）

4月
8日（月）
9日（火）

  9：30〜11：30
13：00〜15：30

10：00〜12：30
14：00〜18：30

学生証を持参の
うえ，受診のこと

①身長・体重・視力測定

②胸部X線間接撮影※

③血圧測定

④尿検査

⑤内科診察

⑥健康調査

＜健康診断の結果について＞
健康診断の結果は学生情報システム（Campus Square）内にアップロードします。準備が整い次第，保健管理セン
ターのホームページや掲示でお知らせしますので，自分のページにアクセスして確認して下さい。なお再検査等の
指示がある場合には速やかに健康管理センターへお越し下さい。

留意事項

　健康診断証明書の発行について

9

就職用 自動発行機で受け取れます。但し，未受診の項目がある場合や再検査が必要な場合は
発行されません。詳細については保健管理センターへお問い合わせ下さい。5月1日 （水）

（予定）
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　昨年，ある体育会系クラブの「コンパ」において過度飲酒が行われ，それによって新入生（未成年）１名が命を落とす

という，取り返しのつかない飲酒事故が発生しました。私たちは，この事故のことを心に刻みつけねばなりません。現

在，大学ばかりでなく学生自治会もまた，クラブや同好会に対して，未成年に飲酒させないよう注意を強めていますが，

皆さん自身も未成年飲酒は絶対しない，させないときっぱりと心に決めてください。“イッキ飲み”や“強要”については，

いうまでもありません。飲酒なしの，新しい大学生活，新しい友人との語らいこそが，本物の充実と潤いをもたらしてく

れることを知ってください。そういう“きりり”とした生活を送ってほしいと思っています。

1. 飲酒の強要

2. イッキ飲ませ

3. 意図的な酔いつぶし

4. 飲めない人への配慮を欠くこと

5. 酔ったうえでの迷惑行為

上下関係・部の伝統・集団によるはやしたて・罰ゲームなどといった形で心理的な
圧力をかけ，飲まざるをえない状況に追い込むこと。

場を盛り上げるために，イッキ飲みや早飲み競争などをさせること。「イッキ飲み」と
は一息で飲み干すこと，早飲みも「イッキ」と同じ。 

酔いつぶすことを意図して，飲み会を行なうことで，傷害行為にもあたる。ひどいケ
ースでは吐くための袋やバケツ，「つぶれ部屋」を用意していることもある。 

本人の体質や意向を無視して飲酒をすすめる，宴会に酒類以外の飲み物を用意し
ない，飲めないことをからかったり侮辱する，など。 

酔ってからむこと，悪ふざけ，暴言・暴力，セクハラ，その他のひんしゅく行為。 

新入生諸君へのお願い 教育担当副学長  大矢　繁夫

出典：イッキのみ防止連絡協議会（2003年3月一部改正）

アルハラの定義5項目　1つでもあてはまったら，アルハラになります。

飲み会主催者・参加者の「5つの責任」

【アルハラ】アルハラとはアルコール・ハラスメントの略。飲酒にまつわる人権侵害。命を奪うこともある。

アルハラをなくすこと。飲酒にまつわる嫌がらせ・人権侵害をしない。飲めない人への配慮として，ノンア
ルコール飲料を用意すること。 

吐く人を出さないこと。「吐けば大丈夫」という考え方は非常に危険であると認識する。限界以上に飲ま
せないよう心がけること。 

酔いつぶれた人が出たら，介抱し，保護すること。決して放ったらかしにしてはいけない。救急医療に連絡
するなどの対処をとること。 

未成年者に飲酒させないこと。法律で禁止されている。20歳未満は身体が未発達なため，飲酒による影
響が大きいということを忘れないこと。 

車を運転する予定の人に飲酒させないこと。飲酒した人はもちろん，勧めた人も法的に罰せられる。飲酒
運転が惨劇を生み出すことを理解すること。 

危険な"イッキ飲み"，
"アルハラ"をなくすために

1

2

3

4

5
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20歳未満の未成年はお酒を飲んではいけません。
「未成年者飲酒禁止法」という法律で禁止されていますが，それはアルコールが発達

段階にある身体にとって危険なものだからです。

1．脳の発達への影響

4．その他

2．急性アルコール中毒の危険性

3．成長障害・性腺機能障害

10代から飲酒を続けている人たちの中には，20代で脳の萎縮が始まっ
ている例があります。発育途上の脳細胞は，より強くアルコールの影響
が受けやすいことによります。

「未成年者飲酒禁止法」は全4条からなります。以下はその内容を簡単にまとめたものです。

肝臓や膵臓などの臓器障害にも陥りやすい。さらにアルコール依存症に
もなりやすくなります。

アルコールには中枢抑制作用つまり麻酔作用があり，飲酒経験のない未
成年者は，一度に多量に飲むと，急性アルコール中毒に陥ることが多く
あります。また，アルコールを代謝する酵素の働きが，未成年の場合には
弱いことも原因です。

男性はインポテンツ，女性は生理不順・無月経になる場合があります。

未成年飲酒の危険性

未成年者飲酒禁止法について

満20歳未満の飲酒は禁止(第1条1項)

未成年者の親権者や監督代行者は，未成年者の飲酒を制止する義務がある (第1条2項) 
これに違反した場合は科料(第3条2項)

酒販売店は，未成年者が飲酒することを知りながら酒類を販売してはいけない (第1条3項) 
これに違反したら50万円以下の罰金 (第3条1項)
この場合，違反者だけでなく責任者も処罰される(第4条)

酒販売店は，未成年者の飲酒防止の為年齢確認等を行うこと (第1条4項)

未成年者が飲用のために持っている酒類等を行政処分として没収・廃棄できる (第2条)

未成年者は
飲酒してはいけません
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［建物配置図］

海・山・坂の変化に富んだ地形は

小樽ならではの絶好のシチュエーション。

キャンパスライフのステージが君を待っています。

  学生の日頃の悩み・相談のための部屋で
す。週3回（月，水，金曜日）開設されていま
す。相談内容に応じて，アドバイスをし，関
連する学内外の施設を紹介します。相談に
は本学心理学教授や臨床心理士らが応じ
ています。（3号館4階）

●学生何でも相談室

［建物配置図］

CAMPUS MAP

12
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　大学正門を入ると左手に見える２階建ての
近代的な建物が大学会館です。ここは，学生
や教職員みんなが足を運ぶ大学内の交流の
拠点と言える多目的なスペース。食堂，売店，
サークル室などがあり，昼休みや授業のな
い時間帯などはいつも大勢の学生で賑わっ
ています。郵便局や銀行のATM機も設置さ
れ，故郷からの送金を引き出すのにも便利。
学生生活を便利で快適に送るために欠かせ
ない施設です。

●大学会館
　小樽商科大学に関する史料を保存・展示
している部屋です。歴代校長・学長の肖像
画，写真，新聞記事その他100年を超える
歴史を刻んだ貴重な史料をみることができ
ます。また，小樽高等商業学校の校舎を復
元したジオラマ（立体模型）も展示されてい
ます。（附属図書館3階）

●小樽商科大学史料展示室

　キャンパスを見下ろす斜面に位置する国
際交流会館は，留学生や海外からの研究者
のためのアパートタイプの寮です。常時40
名前後の外国人が居住しています。キャン
パスに暮らす留学生の姿は，身近な所から
世界の広さを感じさせてくれます。

●国際交流会館
　学生の健康管理を行う施設です。有資格
の専門スタッフが，学生の健康（精神的健
康も含めた）相談に応じています。その他，
定期健康診断，応急処置などを行います。

●保健管理センター

13
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